
 

 

 

 

１ 全国学力・

学習状況調査

の結果公表 

 

 

 

山口県の結果 

 

 

 

 

 

 

下松市の結果 

 

 

 

２ 教科に関す

る結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年度全国学力・学習状況調査（令和５年４月１８日実施）の結果について

お知らせします。 

 本調査は、小学校６年生と中学校３年生を対象に、学力の状況や児童生徒の生活

習慣、学習環境等の状況を把握するとともに、児童生徒への教育指導の充実や学習

状況等の改善に役立てるものです。本年度は、国語、算数・数学、英語が実施され、

合わせて、児童生徒質問紙により、生活習慣等に関する調査が行われました。 

小学校 
平均正答率  

中学校 
平均正答率 

全 国 山口県 全 国 山口県 

国 語 ６７.２ ６７  国 語 ６９.８ ７０ 

算 数 ６２.５ ６１  数 学 ５１.０ ５２ 

    英 語 ４５.６ ４４ 

 

 

 

 

 

◎：相当数の児童生徒ができている点 ▲：課題のある点  

 

 

 

 

 

 

  

 下松市の平均正答率について 

小学校は、全ての教科において、全国、山口県の平均正答率とほぼ同等であ

り、中学校は、全ての教科において、全国、山口県の平均正答率を上回る結果

となっています。 

◎ 送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく使うこと 

▲ 図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように 

書き表し方を工夫すること 

◎ 伴って変わる二つの数量について、表から変化の特徴を読み取り、表の中の知

りたい数を求めること 

▲ 高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の 

大小を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述すること 

◎ 事象や行為、心情を表す語句について理解していること 

▲ 文脈に即して漢字を正しく書くこと 

◎ 問題場面における考察の対象を明確に捉えること 

▲ 空間における平面が同一直線上にない三点で決定されることを理解している

こと 

中学校 

国 語 

中学校 

数 学 

小学校 

国 語 

中学校 

英 語 

◎ 情報を正確に聞き取ること 

▲ 日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、 

まとまりのある文章を書くこと 

教育広報（令和５年９月） 

令和５年度 

全国学力・学習状況調査の結果について 
下松市教育委員会  

小学校 

算 数 



３ 児童生徒質

問紙調査の結

果 

 

 

 

 

 

４ クロス集計

による結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ クロス集計･･･「児童生徒質問紙調査」と「各教科の平均正答率」との相関関係を調べたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 「朝食を毎日食べている」と答えた児童生徒の割合が高いこと 

◎ 「人の役に立つ人間になりたい」と答えた児童生徒の割合が高いこと 

◎ 「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」と答えた児童生徒

の割合が高いこと 

望ましい状況 

課題のみられる状況 ▲ 「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合が低いこと 

▲ 「人が困っているときは、進んで助けている」と答えた児童生徒の割合が低い

こと 

家で自分で計画を立てて勉強していますか 

（学校の授業の予習や復習も含む） 
学校に行くのは楽しいと思いますか。 

小学校 中学校 平均
正答率 

計画的に勉強している生徒ほど、平均正答率が高い傾

向が見られます。 

平均
正答率 

学校に行くのが楽しいと答えた児童ほど、平均正答

率が高い傾向が見られます。 

★  学  校                        
● 学校の組織的取組の強化 

 （教科・学年の枠を超えた研修の推進、学力向上プランの見直し・改善、

中学校区における小中連携の取組、ICT 機器を活用した授業実践等） 

● 児童生徒の「学力」の向上をめざす授業改善 
（「キラリくだまつ授業づくり」の活用、誤答分析を生かした授業改善等）  

● 校内研修の活性化と指導の充実 
 （「主体的・対話的で深い学び」をめざした授業や研修の充実、「やまぐ

ち学習支援プログラム」や「学力定着状況確認問題」の活用等） 

 
★  家庭・地域                       
● 学習・生活習慣の確立 

 （「家庭学習の手引き」等の活用、家庭における生活習慣の見直し等） 

● コミュニティ・スクールを生かした学習支援、ユニット型研修

による人材育成（地域の人材による支援等）学力向上をテーマにした

話し合い（学力熟議） 
  

 

★  下松市教育委員会                        

●「キラリくだまつ授業づくり」

の実践事例の紹介 

●課題と考えられる状況等の情

報提供 

●学校訪問等による指導・助言 

●「主体的・対話的で深い学び」

をめざした授業づくりに関す

る指導・助言 

●下松市学習指導実践研究校の

指定 

●下松市教育研究所における人

材育成 

●学力向上担当教員等研修会の

実施による各校の情報共有等 

国語 算数 国語 数学 英語 


